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本技術内容についての問い合わせ先

道総研十勝農業試験場

電話（0155）62－2431

E-mail：tokachi-agri@hro. or. jp

３．留意点

（１�）ロボットトラクタの使用は、「農業機械の自動走行に関する安全性確保ガイドライン」を遵守してくだ

さい。

（２）今後ソフトウェアやセンサ類は随時改良、更新され、作業精度向上および機能拡大が見込まれます。

（成績名：ロボットトラクタの適用作業及び作業時間の短縮効果）

表２　協調作業での作業時間短縮程度

注）１作業協調は同じ作業機をつけた場合、２作業協調は異なる作業機をつけた場合。

注�）ロボトラ体系では将来的に作業精度もさらに向上した場合を想定

し、中耕除草、培土でもロボットトラクタを使用しています。

図２　畑輪作におけるロボトラ体系および慣行体系での作業時間
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